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A. 研究目的
片頭痛は中枢神経感作の関与が示唆され

る疾患の一つである．本検討では片頭痛に
おける中枢神経感作に関わる臨床背景因子
を明らかにすることを目的とする． 

B. 研究方法
当院通院中の頭痛患者186例と年齢・性別

をマッチさせた健常者186例を対象に患者
対照研究を行った．片頭痛およびレストレ
スレッグス症候群(RLS)の診断は面接によ
り行った．中枢神経感作はCentral Sensiti
vity Inventory(CSI)日本語版にてCSI＞＝
40と定義した．抑うつ症状はPHQ-9を用いて，
痛みの重症度や痛みによる支障度はBPIを
用いて評価した．
（倫理面への配慮）
 本研究は臨床研究審査委員会の承認後，

参加者には書面による説明と同意を得て行
った． 

C. 研究結果
中枢神経感作(CS)は片頭痛患者において

健常群より３倍高率にみられた．片頭痛患
者では CS陽性群では陰性群に比べて，喫煙，
RLS 合併が高率で，BPI, PHQ-9スコアが高
かった．ロジスティック回帰分析では，片頭
痛患者における CSの予測因子は RLS, 痛み
による支障度，抑うつ症状であった． 

D. 考察
本検討では，片頭痛患者では中枢神経感

作は健常群より高率にみられ，RLS, 痛みや
抑うつ症状と関連がみられた．中枢神経感
作は三叉神経活性化や皮質拡延性抑制に関

連する（de Tommaso et al, Curr Rheumatol 
Rev, 2016 ）． 
三叉神経節に豊富に存在し放出される

CGRPは片頭痛の中枢感作の増強に関わる可
能性がある（Iyengar et al, Headache, 
2019）．本研究結果は，片頭痛と抑うつ症状
との双方向性の関連性を支持し，中枢神経
感作がこれらの関連性に重要な役割を担っ
ている可能性を示唆した(Amoozegar et al, 
Int Rev Psychiatr, 2017）. 

RLS では，針刺激に対する感覚過敏や疼
痛閾値の低下が報告されており，脊髄レベ
ルの中枢神経感作の関与が示唆される
(Stiasny-Kolster et al, Brain, 2004;
Edwards et al, Sleep Med, 2011).片頭痛
と RLS の痛みや異常感覚の発現には中枢神
経感作に関連する共通した病態が関与する
可能性がある．

E. 結論
本研究より片頭痛患者では健常者より中

枢神経感作の合併率が約３倍高いことが示
された． 
また片頭痛と RLS 共存は中枢神経感作の

病態に関与する可能性が示唆された． 

F. 健康危険情報

総括研究報告書にまとめて記入。

G. 研究発表

1.論文発表

1) Suzuki K, Haruyama Y, Kobashi G,

研究要旨  
【目的】片頭痛患者における中枢神経感作に関わる臨床背景因子を明らかにす

る．【方法】片頭痛患者 186 例と年齢・性別をマッチさせた健常者 186 例を対象に
患者対照研究を行った．中枢神経感作は Central Sensitivity Inventory(CSI)日本語
版にて CSI＞＝40 と定義した．抑うつ症状は PHQ-9 を用いて，痛みの重症度や痛
みによる支障度は BPI を用いて評価した．【結果】中枢神経感作は片頭痛患者にお
いて健常群より高率にみられた（21.0% vs 8.6%, 補正オッズ比 3.039(95%CI, 1.560-
5.992, p=0.001)）．片頭痛患者では中枢神経感作陽性群では陰性群に比べて，喫煙，
RLS 合併が高率で，BPI, PHQ-9 スコアが高かった．ロジスティック回帰分析では，
片頭痛患者における中枢神経感作の予測因子は RLS, 痛みによる支障度，抑うつ症
状であった．【結論】片頭痛患者は健常者より約３倍中枢神経感作を合併するリスク
があり，片頭痛と RLS 共存が中枢神経感作の発現に関与する可能性が示唆された． 
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